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東門馬出し跡 
  城内外をつなぐ接点にあるのが門です。堀や土塀で区分されていた城の郭内と郭外が、

接続する場所です。平時は通用のためのものですが、いったん事があるとそこは攻防の

重要な地点になるので、防御の備えがしっかりとなされていました。  
 松本城では出入り口が本丸に２ヶ所、二の丸に３ヶ所、三の丸に５ヶ所ありました。

それらには、 枡形
ま す がた

と呼ばれる構造を持つものと、 馬出
う ま だ

しと呼ばれる構造を持つものが

ありました。  
三の丸にあった５ヶ所の出入り口は、枡形を備えるものが１ヶ所で他の４ヶ所は馬出

しを備えるものです。馬出しを持つ出入り口は、東門馬出し、北門馬出し、西 不明門
あかずのもん

馬出し、北不明門馬出しです。不明門はその名のとおり日常は開けずつかわない門でし

た。  
 

◎ 東門馬出し  
 現在地は、大手４丁目９番から１０番と１１番にかけての地籍です。往時の姿をとど

めてはいるものはありません。  
 
 
 
 
 
 
 
 

東門馬出しの様子 

（「享保１３年秋改松本城下絵図」） 

東門から土橋があったあたり  

 

東門馬出しは三の丸にある馬出しのうちで規模が最大のものです。東門がありその東

には堀を渡る土橋が延び、その先が馬出しになっていました。  

門は 櫓
やぐら

門で３間（約５㍍４０㌢）×６間４尺の規模、門の内側は１８間程度に１５間

程度の台形の広場が設けられ、南側には門の脇に番所がおかれ井戸もありました。水野

時代は、この番所に鉄砲１０挺、長柄の槍５本、突く棒、さすまた、ひねり、行灯
あ ん どん

２個

が備えられていました。土橋は幅６間で長さが１８間ありました。  
その先の馬出し部分は、郭の広さが約４３６坪（１．４４０平方㍍）あり、この広さ

は５つの馬出しのなかでも最大の規模でした。これはこの馬出しが最重要の馬出しであ

ったことを物語っています。郭の正面は土が盛られ、外部から容易に中を見通すことが

できないようになっていました。その先は堀が張り出す形になって最前面を防御してい

ました。郭の中にも井戸がありました。東門の井戸の水は冷水であったと『信府
し ん ぷ

統記
と う き

』



には記されています。  
郭からの出入り口は南北の地点に設けられ、北は堀を板橋で渡り、南は土橋で渡るよ

うになっていました。そこも防備のため、通路は郭内に一直線では入ることができない

ように曲がっていました。  
馬出しには、設けられる場所によって郭の  

外に出っ張る形（草
そ う

）内側に抱え込む形（真
し ん

）  
があり、その形状から角ばっているもの（角  
馬出し）と丸味のあるもの（丸馬出し）があ  
りました。東門馬出しは、外にでっぱりまた  
角ばっているので、「草の角馬出し」と呼ばれ  
る部類に属しています。               上土にある東門馬出しの碑  

東門付近には「上土
あ げ つち

」の地名がありますが、  
この名は東門馬出しを造るときに掘り上げた土  
に由来すると伝えられ、古地図には「揚土」と  

も書かれています。また、松本の町名として「上
か み

 
馬出し」「下

し も

馬出し」の名が残っています。東門  
馬出し関係するのは「下馬出し」で、北側の木橋  
を渡って東へ進み東町の通りに出る道の名称です。  

上・下馬出しとも東町へ接続しているところか  
ら、東町筋を使っての交通が重要視されていたこ     下馬出しの通りと標柱 

とがわかります。藩主の参勤交代も当初 保
ほ

福寺
ふ く じ

峠越えを使っていましたから、東町を

北へ上がっていったわけです。  
東門は、三の丸内に町人たちが御用で入る場合、通用門にもなりました。  

文政初年に写された絵図には、木橋を渡って東へ向かう通りの北側には「鑓場
や り ば

」の表

示があります。  
明治になって東門馬出しは埋め立てられその跡を今に伝えるものはありません。多少

その名残をとどめているものとして、先にふれた馬出しを町名に残していることやお菓

子屋さんが「東門」を屋号につけていたりすることなどがあります。  

 


